
主
催
者
、
宮

﨑
本
部
委
員
長

か
ら
廃
炉
が
見

え
な
い
原
発
で

何
を
学
ぶ
の
か
。

事
故
を
繰
り

返
し
て
は
い
け

な
い
と
視
察
し

て
思
う
。
人
類

と
原
発
は
共
存

は
出
来
な
い
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

茨
城
県
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
千
歳
益
彦

代
表
か
ら
護
憲
・
平
和
の

取
り
組
み
、
東
海
第
２
原

発
の
再
稼
働
を
許
さ
な
い

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

第
28
代
高
校
生
平
和
大

使
の
中
垣
さ
ん
か
ら
広
島
・

長
崎
・
ス
イ
ス
で
の
署
名

等
の
活
動
を
報
告
を
し
ま

し
た
。

多
く
の
同
じ
世
代
に
も

見
て
も
ら
い
た
い
、
感
じ

て
も
ら
い
た
い
、
地
域
に

訴
え
て
い
き
た
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

「
東
電
福
島
第
一
原
発

の
被
ば
く
労
働
に
つ
い
て
」

狩
野
い
わ
き
市
議
か
ら
、

中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

30
～
40
年
後
、
廃
炉
完
了

の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
な
い
。

労
働
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
放
射
線
に
関
す
る
不
安

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

多
重
下
請
け
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

賃
金
、
労
働
条
件
の
改
善

の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。

「
東
海
第
二
原
発
と
私
た

ち
の
課
題
」
に
つ
い
て
、

玉
造
県
議
会
議
員
か
ら
チ
ェ

リ
ノ
ブ
イ
リ
原
発
、
Ｊ
Ｃ

Ｏ
の
事
故
の
経
験
か
ら
脱

原
発
の
運
動
が
広
が
れ
ば

フ
ク
シ
マ
の
事
故
は
防
げ

た
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

東
海
第
二
原
発
は
実
効

性
あ
る
避
難
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

避
難
に
使
う
バ
ス
の
運
転

士
の
安
全
が
課
題
で
す
。

原
発
は
低
コ
ス
ト
を
謳

う
が
、
政
府
が
電
力
会
社

に
支
援
す
る
制
度
に
、
国

民
の
負
担
が
電
気
料
金
に

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

岩
元
書
記
長
か
ら
今
回

で
13
回
と
な
り
何
を
目
的

に
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

常
磐
線
は
除
染
さ
れ
た

が
周
辺
は
ま
だ
帰
還
区
域

で
実
際
に
現
地
を
見
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
。
参
加

し
た
こ
と
が
無
い
人
の
参

加
を
お
願
い
し
た
い
。

第４号 こくろう みと ２０２５年１２月１１日

原
発
事
故
を
風
化
さ
せ
な
い
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坂下 司

12
月
６
日
、
７
日
、
第
13
回
国
労
フ
ク
シ

マ
交
流
・
視
察
学
習
会
が
開
催
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
久
ノ
浜
・
大
久
ふ
れ
あ
い
館
、

宝
鏡
寺
（
楢
葉
町
）
を
現
地
視
察
し
、
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
に
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
日
立
市
で
交
流
学
習
会
を
開
催

し
反
原
発
運
動
の
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。

国労水戸地区本部ホームページ QRコード
⇒

https://nrumito04.wixsite.com/kokurom国 労 水 戸 検索

声
か
け
て

仲
間
と
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ

拡
大
へ

11
月
16
日
、
友
部
駅
構

内
で
信
号
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

り
、
運
転
を
見
合
わ
せ
ま

し
た
。

12
月
８
日
、
牛
久
駅
～

竜
ケ
崎
市
駅
で
線
路
の
ト

ラ
ブ
ル
で
運
転
を
見
合
わ

せ
相
次
い
で
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

機
械
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
中
心
で
、
人
に
よ

る
巡
回
の
減
少
な
ど
が
要

因
の
一
つ
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

今
後
の
安
全
安
定
輸
送

に
は
要
員
の
確
保
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

輸
送
障
害
連
続
発
生


